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   第 ８ 回   熊本県議会  決算特別委員会会議記録 

 

平成28年11月21日(月曜日) 

            午前９時59分開議 

            午前10時36分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 審査結果の取りまとめ 

 ・決算特別委員長報告の章立てについて 

 ・「第３ 歳入確保と予算執行」について 

 ・「第４ 施策推進上改善または検討を要

する事項等」について 

――――――――――――――― 

出席委員(12人) 

        委 員 長 池 田 和 貴 

        副委員長 山 口   裕 

        委  員 西 岡 勝 成 

        委  員 小 杉   直 

        委  員 岩 中 伸 司 

        委  員 城 下 広 作 

        委  員 松 田 三 郎 

        委  員 早 田 順 一 

        委  員 髙 野 洋 介 

        委  員 橋 口 海 平 

        委  員 岩 田 智 子 

        委  員 松 野 明 美 

欠席委員(なし) 

委員外議員(なし) 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

 出納局職員出席者 

         会計課長 瀬 戸 浩 一 

    政策調整審議員兼 

        課長補佐 永 江 昌 二 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

       議事課主幹 甲 斐   博 

     議事課課長補佐 福 田 博 文 

     ――――――――――――――― 

  午前９時59分開議 

○池田和貴委員長 それでは、ただいまから

第８回決算特別委員会を開会いたします。 

 これまで、第２回委員会から合計６回にわ

たって部局ごとの審査を行ってまいりました

が、本日は、決算の認否等及び委員長報告に

向け、審査結果の取りまとめを行いますの

で、よろしくお願いいたします。 

 まず、委員長報告の章立てについてお諮り

をいたします。 

 お手元にお配りをしております資料の中の

案の１のとおり、昨年と同様、５章立てで作

成したいと思いますが、よろしいでしょう

か。 

  (「はい」と呼ぶ者あり) 

○池田和貴委員長 次に、５章のうち、第

３、歳入確保と予算執行及び第４、施策推進

上改善または検討を要する事項等についてお

諮りをします。 

 内容は、それぞれ案の２、案の３のとおり

です。 

 これは、これまでの部局ごとの審査におい

て、各委員からいただきました多数の意見や

要望につきまして、できるだけ委員会の総意

となるよう留意をしながら、重点を絞って取

りまとめたものであります。 

 なお、ここで取り上げなかった項目につき

ましては、委員会会議記録に記載されますほ

か、当然、執行部において改善、検討が行わ

れるものと考えております。 

 まず、案の２、第３、歳入確保と予算執行

でありますが、これは総論に当たる部分であ

り、各部局に共通する重要な点について取り

まとめ、本委員会の基本的考えを示したとこ

ろであります。 
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 次に、案の３、第４、施策推進上改善また

は検討を要する事項等については、各論に当

たる部分であり、各部局に関する事項につい

て取りまとめたものであります。 

 それではまず、それぞれの案を担当書記に

朗読させます。よろしくお願いします。 

 

○甲斐議事課主幹 失礼いたします。読ませ

ていただきます。 

(案の２) 

第３ 歳入確保と予算執行 

次に、歳入確保と予算執行について申し

上げます。 

まず、歳入確保のうち、収入未済の解消

については、関係部局の取り組みにより、

一般会計で前年度比５億円の減、過去10年

間で最も少ない額となるなどの成果が認め

られますが、一般会計で約38億円、特別会

計全体で約32億円が収入未済となっており

ます。引き続き、貴重な自主財源の確保と

県民負担の公平・公正の観点から、組織を

挙げて徴収促進に取り組むよう指摘したと

ころであります。 

 次に、予算の執行については、厳しい財

政状況の中、おおむね所期の目的を達成し

たものと認められます。 

 しかしながら、各部局において事務的経

費の節減以外にも不用額を出している事業

も多々見受けられますので、限られた財源

をより効果的に活用するためにも、次年度

の予算編成及び執行に当たっては、現場の

状況を的確に把握するとともに、さらに工

夫を重ねるよう指摘、要望したところであ

ります。 

 以上、平成27年度決算の全般的な事項に

ついて申し上げましたが、本県財政は、数

次にわたる行財政改革の取り組みにより、

改善の兆しが見られるものの、依然とし

て、厳しい状況が続いており、国の地方財

政対策や経済の動向によっては、さらに厳

しい財政運営を強いられるおそれがありま

す。 

 今後は、「平成28年熊本地震からの復

旧・復興プラン」に基づく施策の着実な推

進、並びに2019年開催のラグビーワールド

カップや女子ハンドボール世界選手権大会

などの世界大会開催に向けた新たな取り組

みがしっかりと展開できるよう、一層の財

政健全化に取り組むとともに、歳入面では

税収の確保、未収金の早期解消等に、歳出

面では一層の事務事業の見直しと効率的、

計画的な執行に取り組むよう、求めるもの

であります。 

 特に、事業の執行に当たっては、組織の

再編・統合や職員数の削減が進められた

中、限られた人員で、通常業務に加えて熊

本地震からの復旧・復興業務を行うことが

課題となっていることから、真に優先すべ

き業務を見極めながら進めるとともに、職

員に過度な負担が生じることのない適正な

定員管理についても改めて検討するよう、

求めるものであります。 

(案の３) 

第４ 施策推進上改善または検討を要する

事項等 

 審査の過程において各委員から出されま

した、施策推進上改善または検討を要する

事項等について申し上げます。 

【健康福祉部】 

１ 生活保護受給者の自立支援について、

働ける状態にある人は、働いて自立する

ことが基本であり、その方向で努力する

必要がある。 

  生活保護受給者の自立支援につながる

就労支援に向けて、関係機関との連携を

強化すること。 

２ 多子世帯子育て支援事業について、保

育料無料化の対象拡大は、少子化対策だ

けでなく地方創生にも資するものであ

り、県として率先して対応を検討するこ
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と。 

３ 肝炎治療医療助成について、肝炎治療

の周知に努め、治療参加を促すことによ

り、重症化を防ぎ、ひいては医療費の抑

制にも資することとなるため、事業の推

進に努めること。 

 【環境生活部】 

４ 多重債務者生活再生支援事業につい

て、全国的にも先進的な取り組みであ

り、今後とも福祉部門と連携を密に事業

展開を図ること。 

 【商工観光労働部】 

５ 中小企業振興資金の未収金について、

貸付金の回収に当たっては、県民負担の

公平化の観点とともに、回収額と回収に

要するコストとの費用対効果の観点も併

せて考慮すべきと考える。限られた人員

体制で、今後どうすべきか、未収金への

対応について、改めて検討すること。 

６ 採石について、産業振興という面があ

る一方で、環境問題もある。採石法に基

づいて指導等を行っていると思うが、住

民のニーズと合わない状況も出てきてい

ることから、住民のニーズに応じて法律

を補うルールづくりを行うなど、住民の

立場に立って取り組むこと。 

 【農林水産部】 

７ 中山間地域の農地集約について、成果

が出ているが、優良農地ではないところ

については、地域で連携し作物戦略や販

売戦略を立てるなど、今後の農業従事者

の高齢化も見据え取り組むこと。 

８ 青年就農給付金事業について、その周

知及びニーズの掘り起こしを図るととも

に、安心して営農していただけるよう、

事業の改善に取り組むこと。 

 【土木部】 

９ 建設産業における人材確保について、

高齢化の進行や技能者の減少等今後ます

ます大きな課題になってくるものと思わ

れる。魅力ある職場づくりや賃金の問題

など、業界と連携を図りながら積極的に

取り組むこと。 

10 繰越事業について、予算の確保等、国

としっかり議論するとともに、今後、職

員、業者ともに人手不足が予想されるこ

とから、これまで以上に計画的な予算執

行を行うこと。 

 【教育委員会】 

11 高校再編整備で廃校となった跡地の利

活用について、地方創生にも資すること

から、今後、全庁挙げて、地域も巻き込

みながら積極的に検討を進めること。 

12 部活動の社会体育への移行について、

移行期限も迫る中で、過度な試合数是正

や指導者の確保など、現状をもう一度整

理し、競技団体等との協議を重ね理解を

得られるよう、丁寧に取り組むこと。 

 【警察本部】 

13 警察施設の整備について、熊本地震を

踏まえて、警察施設の防災拠点としての

重要性は一段と高まっており、今後の警

察施設の整備については、県民の安全確

保のため、治安情勢等を加味し随時計画

を見直すとともに、できる限り予算を確

保し、早期に整備できるよう努めるこ

と。 

14 警察職員の定員について、本県の警察

官１人当たりの負担人口は、全国平均を

上回り九州でも一番多くなっており、県

民の安全確保のため、できる限り定員を

増員できるよう努めること。 

 【企業局】 

15 風力発電事業について、故障による長

期運転停止に伴い売電収入が減少してい

るが、安定的な経営を図るため、同規格

の発電設備を有する事業者と連携した部

品の確保について検討すること。 

 以上でございます。 
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○池田和貴委員長 ただいまの案について、

御意見があればお願いしたいと思います。 

 何か御意見ありますか。 

 

○小杉直委員 ４ページ、14「警察職員の定

員について、本県の警察官１人当たりの負担

人口は、全国平均を上回り九州でも一番多く

なっており」というふうになっとるですね。

これは意味はわかりますが、この負担人口と

いうのが、どれを対象にするかということで

すが、県民に対する負担人口という、県民と

いうことを入れとったほうがわかりやすかで

しょうね。 

 

○池田和貴委員長 １人当たりの…… 

 

○小杉直委員 本県の警察官１人当たりの県

民に対する負担人口はと、県民に対するある

いは県民の負担人口、県民と入れとったほう

がわかりやすかようですな。 

 

○池田和貴委員長 という言葉を挿入したほ

うがいいということでございますね。 

 

○小杉直委員 はい。 

 

○池田和貴委員長 わかりました。これは検

討させていただきます。なるべく入れる方向

で努力をしたいと思います。 

 ほかに何かございませんでしょうか。 

 

○西岡勝成委員 同じ警察本部で、高齢者の

交通事故に対してお話しさせていただきまし

た。その後、次々、委員会での発言後も交通

事故が続いて起きまして、安倍総理も、それ

なりの対策を考えていかないかぬというよう

な発言もされておりますけれども、なかな

か、免許を取って、まあ認知症なり、なった

ときの判断というのは、１年に１回ぐらいの

対応じゃ間に合わないと思うんですね。 

 私も、周りに認知症の方がおられて、もう

瞬く間にそういう状況になっていかれて、そ

して、まず車をあちこちぶつけられて、へこ

んだりなんかする状況を見ていると、なかな

か取ったものを周りの人が返せというのは難

しいので、なかなかその辺で警察にそういう

相談窓口みたいなものがあると、何か――な

かなか免許を返せというのは非常に、田舎は

特に交通手段がないので難しい部分もあるの

で、その辺の高齢化社会の中でその対応とい

うのは、非常に私は重要になるときに来てい

ると思うんですけれども、今の――まあ、小

杉先生いらっしゃいますが、警察の今の対応

はどういうふうになっているのかなと思って

ですね。その辺をちょっとつけ加えていただ

ければと思うんですけれども。 

 

○小杉直委員 去年から、免許センターに看

護師２名を配置して、そして認知症対策に取

り組んではおるみたいですね。 

 

○西岡勝成委員 身近な警察署にそういう相

談窓口みたいなものがあると行きやすいんじ

ゃないかと思うんですよ。なかなか持ってい

るものを返せというのは、本人には言いにく

いし、なかなか難しい部分があって、今後、

特にやっぱりこういう事故というのが起きて

くる可能性があるものですからね。何とかと

思うんですけれども。 

 

○池田和貴委員長 ただいま西岡委員は、委

員会の中でも発言がありましたが、高齢者の

方々の免許の返納等について、運転の安全を

確保する観点から、もう少し施策が進められ

たほうがいいんじゃないかというような御提

言がございました。それを盛り込んだらどう

かという提案でございますね。 

 

○西岡勝成委員 はい。過去にそういうこと

があっておればまた別ですけれども。 
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○池田和貴委員長 これについては、今、小

杉先生のお話もございましたように、県警と

すると、今、免許センターのほうで看護師２

人を配置して、その高齢者の方が免許切りか

えに来られたときには、そこで相談に乗るな

り、または、そこに置いているということで

あれば、例えば御家族の方から相談があれ

ば、そういった人たちの意見も聞きながら対

応することも可能になってきているというよ

うな御説明があったというふうに思います

が、委員の皆さん方どう思われますか。 

 

○小杉直委員 参考までですが、県次第で

は、返納すると特典があると、何かプレゼン

トがあるとかですね。熊本県警はどうしとる

か知りませんけれども、県によってはそれぞ

れやっぱり工夫をしてみたりですね。 

 

○池田和貴委員長 先ほど私が最初申し上げ

ましたように、皆さん方から御指摘いただい

た点は、議事録には全て残るようになってお

ります。あとは、委員長報告にこれを盛り込

むかどうかという話を皆さん方に御審議をい

ただいているわけでございますが、この件に

ついて、今、西岡先生がおっしゃられました

ように、高齢者の方の免許返納等について、

委員長報告に盛り込むかどうかということ

で、いかがいたしましょうか。 

 

○城下広作委員 今現在、看護師とかなんと

かを入れているわけだから、その検証をして

から、その後にどうかということを諮ってと

いうことでもいいのかなと思うんですけれど

も。 

 

○池田和貴委員長 今、城下先生から御意見

がございましたので、その辺を改めてまた調

べた上で西岡先生に…… 

 

○城下広作委員 それがよかったら、その事

業を進めるというように…… 

 

○池田和貴委員長 入れる場合には、皆さん

方に改めて、委員長報告をする前に御相談す

るような形でよろしゅうございますか。 

 

○西岡勝成委員 はい。安倍総理も、そうい

うことで言及されておったものですからね。

一つの大きな世の中の流れの中で思ったもの

ですから。 

 

○池田和貴委員長 わかりました。 

 じゃあ、済みません、それはまた改めて調

べた上で先生に御相談し、また皆さん方にも

御相談したいと思います。 

 ほかに何かございませんでしょうか。 

 

○岩中伸司委員 警察官職員の定数増は、こ

れまで私も、いろんな経過の中で意見書が出

たときには反対をしてきた経過があるので思

うんですが、なぜ反対かというのは、いろい

ろるる述べてきたんですが、当時、ずっとや

っぱり県職員の、本来の職員の定員を、行政

改革という名のもとで熊本県もかなり減らし

てきているんですよ、県職員自体をですね。

地方自治体もそうなんですけれども、定員が

ずっと下げられた。 

 このことについては、今、決算の案の２で

最後に述べられています。これでいいのかな

ということを思いながらも、先ほど、後に出

てきた警察官の増員のことを考えれば、表現

の仕方が、「定員管理についても改めて検討

するよう、求める」というようなことになっ

ていますが、私は、やっぱり必要なところは

増員というようなことも言葉の中に入れるべ

きではないかと思うんですよ。意味は私はそ

うだと思うんですよ。適正、この言い回しが

非常に上手ですね。定員管理についても改め

て検討するようということは、私は、増員を
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求めるという、そういう意味だと思いますの

で、そのことをきちっと明確にやったら、私

も警察官の増員というのは、県民安全のため

だから、それは反対する理由はないんです

ね。そういうところで一貫して反対してきた

経過がありますので。 

 これは学校の教職員も全てそうなんですよ

ね。ずっと減らされてきているんですよ。そ

のことが県民にとってはいかにもいいことの

ように映るんですが、そうじゃないと、長い

目で見ればね。やっぱりきちっと県民生活を

守っていくという立場からは、行政にきちっ

と配置されていないと、今回の地震のような

ときには本来の業務はできないわけですか

ら、そこら辺の表現が少し加わればいいなと

思うんです。 

 

○池田和貴委員長 ほかに。 

 

○山口裕副委員長 私は、今の表現「過度な

負担が生じることのない適正な定員管理につ

いても改めて検討するよう」と、これまでの

全国の流れを、その現状に合わせて検討する

と、この表現が今期の決算としては適正じゃ

ないかなと思います。 

 その前段の文章ですね、「真に優先すべき

業務を見極めながら進めるとともに」という

表現がありますが、かなりこれによって見き

わめた上で来年度進めなかったというふうな

事業が出てくるやにも推察されるので、この

表現は、私としては余り要らないんじゃない

かと。 

 確かに、必要なこと、優先すべきことをや

っていかなければいけないということは理解

するんですが、何かこれに縛られることな

く、いろんなことに取り組んでほしいという

思いがありますので、まあ「真に優先すべき

業務を見極めながら進めるとともに」という

表現は、私は必要ないのではないかと思いま

す。意見です。 

 

○池田和貴委員長 ほかにございませんか。 

 今、御意見が出ましたが、まず、この文章

をつくってもらいました私といたしまして

は、まず岩中先生の御指摘について、確かに

今までの定員管理の中で、減らすだけ減らし

てきたということになってきております。私

自身も、今回の委員会の中で、ほぼ全ての

部、所管のときに申し上げましたが、やはり

地震――実際の今回の決算の検討事項ではな

いんですが、ことし起こったことを踏まえて

考えてくれということは、宿題として申し上

げてきたところでございます。 

 それが、ここの表現になっておりますよう

に「職員に過度な負担が生じることのない適

正な定員管理についても改めて検討するよ

う」ということは、いわゆる、先ほど先生が

おっしゃったように、ふやせということでは

ないんですが、きちんとやはり過度に負担が

生じ過ぎて、県民に必要な事業ができないよ

うなことは避けるようにということは書いて

ありますので、今、先生がおっしゃられたこ

とをしっかりと表現にしているつもりでござ

います。 

 できれば、そこは、必ずしもふやせという

ことだけではなくて、そういうことを考えて

適正に定員管理するようにということのつも

りでございますので、ぜひここはちょっと御

容赦をいただきたいというふうに、私自身思

っているところでございます。 

 先生、この議論も…… 

 

○岩中伸司委員 結局、それぞれの所管の決

算委員会のときに、委員長が必ずそのことを

おっしゃったので、おお、いいことを言わす

なと思いながら聞きよりました。 

 

○池田和貴委員長 ありがとうございます。 

 

○岩中伸司委員 私は、そういう中身の受け
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とめ方をしています。 

 

○池田和貴委員長 今、先生、この議論も、

きちんと議事録としては記載をされることに

なると思いますので。 

 それと、今、山口委員のほうからの指摘で

ございます。まず「真に優先すべき業務を見

極めながら進めるとともに」というこの表現

なんですが、いわゆる復旧・復興事業が新た

に加わることによって、通常の業務と今まで

想定しなかった事業が加わる、その中で、や

はりどうしても限られた人員と時間の中で優

先順位をつけながらという、そういう意味で

の、きちんとそこを図りながらやってくださ

いという意味でここの文章というのはつくら

れているというふうに私は理解をしていると

ころでございますが、これについては、確か

にこれはもう当たり前の話なので、改めてこ

こに書くかどうかというところもあって、ま

あそういう意味で書いてはおりますが、ここ

は削除しても構わぬし、表現を少し変えるこ

とでもいいのかなというふうに思っておりま

す。 

 ほかの先生方も、御意見があれば聞かせて

いただければと思います。 

 

○岩田智子委員 私も、まあなくてもいいか

なと思うんですけれども、今回の地震の後

に、いろんな場所で、こんなときだからやる

ということと、こんなときだからやめようと

いうような事業の判断みたいなのが、何かち

ゃんとやっぱり優先をしていかなければいけ

ないということをしっかり思ってなきゃいけ

ないのに、何か委員長が言われるように、こ

の真に優先すべき業務というのの判断がわか

らないですよね。 

 だから、私たちの中には、当たり前でやら

なきゃいけない事業であり、やらなきゃいけ

ないんだけれども、真に優先すべき業務を見

きわめながらという文を、もう少しわかりや

すくというかな、それを削除してもいいかな

とも思ったんだけれども、何か要るかなとい

うような気もするんですね。だから……。 

 

○山口裕副委員長 岩田先生の気持ちもわか

って、真に必要なという表現というのはなか

なか明文化しづらいというのがあって、その

線引きも難しいということであると、まあ一

つの制約的な文章にも捉えられるので、だか

ら、別に私はこの表現は入れずとも、やるこ

とはやるという方向を示すほうが決算として

はいいんじゃないかなと。何か前向きにもう

ちょっと表現できたらいいなと思って、この

文章はいかがなものかなとちょっと思った次

第です。 

 

○岩田智子委員 でも、業務の見きわめとい

うのはすごく必要ですね、この時期、と思い

ます。 

 

○小杉直委員 そこのところは、意見がいろ

いろありますので、委員長のほうで判断して

もらうということでいかがでしょうか。２人

とも同じような意見。 

 

○池田和貴委員長 はい。 

 

○小杉直委員 それから、もう１ついいです

か。 

 

○池田和貴委員長 はい。 

 

○小杉直委員 これは追加とか訂正という意

味じゃありません。21年間県会議員をさせて

いただいて、県の職員が不足している面を幾

つも今まで見てきたし、特に教職員の人手不

足、いろんな、多種多様な課題が教育関係あ

るにもかかわらず、教員の人員不足というの

もやっぱり感じて今日まで来ました。 

 ただ、さっき警察官の増員の話もございま
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したが、あれはたしか正確じゃありません

が、警察の施行令で定員が決めてあるという

ことですね、県の条例でなくてですね。施行

令に基づいてまたそれが流れてきますと、県

の条例の改正ということになりますが、先般

申し上げたように、九州で一番の県民負担、

そして全国では10番目ぐらいの県民負担で、

やっぱり警察も相当苦労しておりますし、前

回は、増員の意見書のときには共産党さんが

賛成されて、新社会党さんが賛成されぬだっ

たけん、どうしてかなと思っていたところ

が、さっき岩中先生のお気持ちを聞いてよく

理解ができましたので、今後ともよろしくお

願いしておきます。 

 

○池田和貴委員長 ということで、ここの表

現については、今、小杉先生のほうから御提

案がございましたが、ここももう一度私のほ

うで判断させていただいて、皆さん方に改め

てお諮りするということでよろしゅうござい

ますでしょうか。 

  (「はい」と呼ぶ者あり) 

○池田和貴委員長 ありがとうございます。 

 ほかにございませんでしょうか。 

 

○山口裕副委員長 施策推進上改善または検

討を要する事項の４ページで、また警察本部

のことなんですが、私は、警察施設の整備に

ついて、計画的に、できるだけ早期に整備で

きるよう努めていただきたいというお願いを

したんですけれども、今回の表現されている

文章の３段目等を考えると、「県民の安全確

保のため、治安情勢等を加味し随時計画を見

直すとともに」という表現は、何かちょっと

私としては、何か見直すという表現等が、例

えばうちの管内で言うと、上天草署とかが整

備する順番になっていたけれども、ずっとお

くれているという現状もあるので、これより

も、その整備については、できる限り予算を

確保し、早期に整備できるように努めること

のほうが、何か発言の趣旨としては合致する

のかなと思いますけれども。一意見として言

わせていただきます。 

 

○池田和貴委員長 わかりました。 

 ここの表現については、整備については

「治安情勢等を加味し随時計画を見直すとと

もに」ということではなくてということです

ね、先生の趣旨は。 

 

○山口裕副委員長 はい。だったように、施

設の整備について、計画的にやってくれとい

うお願いだけだったので、随時、現在ある計

画というのとはまた別の問題かなと。 

 

○池田和貴委員長 先生の場合には、上天草

市のことに限ってではなくて…… 

 

○山口裕副委員長 ではなくて、やはり整備

する順番というのはあるので、その思いはあ

るというのは、本部での考えはあるというこ

とはわかっているので。 

 

○池田和貴委員長 じゃあ、一応、その本部

の計画は尊重しつつ、見直しは別に必要ない

という意味でおっしゃったということ。 

 

○山口裕副委員長 治安情勢等を加味しとい

うのは、計画もさまざまな段階の計画があり

ますけれども、何かほかの計画を指している

ような感じが、表現になっているなと思って

ですね。人口動態とかかかわると、もう見直

す計画と同じかなというふうな表現であっ

て、それも一つの材料でしょうけれども、何

か単純に、整備については、予算を確保し、

早期に整備できるよう努めることという指摘

のほうが、私の思いと合致するのかなと思い

ます。 

 

○池田和貴委員長 ということは、この「治
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安情勢等を加味し随時計画を見直すととも

に」という文を除いたほうが、先生の言った

ことに近いということですね。 

 

○山口裕副委員長 はい。 

 

○池田和貴委員長 わかりました。これはそ

れでいいかもしれぬですね。要は、計画どお

り、今までの計画に伴って、おくれることな

くやってほしいということですね。 

 

○山口裕副委員長 そうですね。順次。 

 

○池田和貴委員長 順次ね。じゃあ、この計

画を見直すということが、ちょっと自分が発

言した内容とは違うということですね。 

 

○山口裕副委員長 そうですね。整備の計画

をしっかりと明記、明示してほしいというの

が思いだったので。そうであるならですね。 

 

○池田和貴委員長 じゃあ、一応これも預か

らせてもらってよろしいですか。 

 

○山口裕副委員長 はい。 

 

○池田和貴委員長 ここは削除するかどう

か、済みません、もう一度ちょっと考えて、

皆さん方にまた御相談をしたいというふうに

思います。 

 

○小杉直委員 今のに関連してですが、例え

ば上天草警察署とか阿蘇警察署とか、警察署

がもう40年前後たって、古い署が幾つかあっ

てですね。それから、交番とか駐在所も耐用

年数が過ぎとっとも幾つもあるわけですね。 

 今、新警察署が計画して進んでおります

が、次が阿蘇警察署になっとるわけですね。

例えば、何で40年前後の中で阿蘇を先にする

かというと、４年前の北部豪雨災害で阿蘇警

察署がやられたわけですね。今後も、同じ場

所に改造してもやられるということで、もう

阿蘇署は優先的によその場所に建て直さんと

いかぬとかですね。駐在所、交番所も、やっ

ぱりいろんな状況の中で、治安情勢とか周辺

の環境で多少計画どおりを見直してこっちを

優先せんといかぬとかいうような実情があり

ますので、山口副委員長がおっしゃるよう

に、必ずしも見直すとともにということは入

れなくても私はいいと思いますけれども、実

情の参考までに一端をちょっと説明したとこ

ろです。 

 

○池田和貴委員長 わかりました。ありがと

うございます。今の小杉先生の御意見も御参

考にさせていただきたいと思います。 

 ほかに何か御意見ございませんでしょう

か。 

 

○松田三郎委員 案の３の第４の中ですけれ

ども、各部局それぞれ上げる必要はないとは

思いますが、たしか総務部あるいは企画振興

部についてはここに上がってないというの

は、まあ委員長のほうでこの案文をつくられ

る過程において、各部の議論で、まあここに

上げるほどの議論はなかったという御判断で

上げてないのか、まあ全体のバランスなり何

なり考えて、重複するようなところもあるか

らという御判断だったのかをちょっとお知ら

せいただきたいというのが１点と、大変これ

も小さい話でございますが、３ページの８、

青年就農給付金、２行目の最後の「安心して

営農していただけるよう」と、ここだけ何か

尊敬語といいますか、これは例えば生活保護

受給者についても別にそういう表現を使って

ないので、まあ特別な意図がないんだった

ら、安心して営農できるぐらいの――してい

ただけるというのは、確かに後継者が少なく

てそういう思いはいっぱいではございます

が、ここだけあんまり丁寧に使い過ぎるのも
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どうかなと思いますので、まあ検討していた

だければという、２点でございます。 

 

○池田和貴委員長 わかりました。 

 まず、２点目につきましては、おっしゃる

とおり、これは修正させていただきたいと思

います。 

 １点目についてでありますが、確かに企画

振興部や総務部の中でも議論があったわけで

ございますが、その中で、改めて幾つか整理

をしたところ、決算のこの意見の中に上げよ

うかどうしようか検討した部分が幾つかあっ

たことは確かでございますが、その中でも、

あえてここの中には載せなくてもいいんじゃ

ないかというちょっと判断をしたというとこ

ろでございます。 

 特に、総務部等につきましては、この実際

の全体の中では出しておりませんが、案の２

の最後のセンテンスですね、特に、事業執行

に当たっては――定員管理のことを改めて、

今回の内容ではなくて、つけ加えさせていた

だいておりますので、ここは一番大きなとこ

ろだったのかなというふうな思いで、ちょっ

と今回はまとめさせていただいたわけでござ

います。 

 

○松田三郎委員 わかりました。 

 

○池田和貴委員長 ほかにございませんでし

ょうか。 

  (「ありません」と呼ぶ者あり) 

○池田和貴委員長 ないという声があったよ

うでございます。 

 それでは、本日の審査結果を踏まえ、さら

に検討の上、次回の委員会で委員長報告(案)

を提案することといたします。 

 次に、次回、第９回委員会は、12月１日木

曜日、本会議終了後直ちに開会し、決算の認

否等及び委員長報告(案)の審議を行いますの

で、よろしくお願いいたします。 

 それでは、これをもちまして本日の委員会

を閉会します。 

 本日は御苦労さまでございました。ありが

とうございました。 

  午前10時36分閉会 
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